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一
、
は
じ
め
に

　

寛
永
の
三
筆
で
あ
る
松
花
堂
昭
乗
（
一
五
八
二
～
一
六
三
九
）
筆

の
『
源
氏
物
語
』
は
早
く
橘
た
か
の
『
紫
文
紅
筆（

１
）』

の
中
に
、「
瀧

本
坊
松
華
堂
筆
の
源
氏
の
物
語
一
部
本
の
数
五
十
四
帖
あ
り
」
と
あ

り
、
一
部
で
は
周
知
の
一
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
今
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
熊
本
大

学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
に
、
追
加
分
と
し
て
寄
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、長
谷
川
強
、野
口
元
大
、両
氏
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
「
北

岡
文
庫
蔵
書
解
説
目
録
（
続
）」（『
法
文
論
叢
』
文
科
篇
（
第
15
号

　

一
九
六
三
年
六
月
）
に
「
源
氏
物
語
」
五
四
冊
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
本
の
存
在
を
近
代
に
入
っ
て
か
ら
示
す
初
見
の
記
事
だ
と
思
わ
れ

る
の
で
全
文
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

源
氏
物
語　

五
四
冊　

二
三
・
五
×
一
八
・
〇
糎　
（
宝
）
一
階

櫃
―
巻
三
号

外
塗
箱
上
に
貼
紙
「
源
氏
物
語
［
松
花
堂
筆
／
土
佐
光
起
画
」。

蒔
絵
箪
笥
入
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
金
砂
子
地
に
色
紙
形
の
細
密

画
を
貼
付
。
見
返
し
金
砂
子
、
綴
葉
装
、
料
紙
鳥
の
子
。
外
題

内
題
な
し
。
校
合
註
書
入
多
し
。
奥
書
は
「
夕
顔
」
末
に
、

為
相
卿
以
奥
書
本
読
合
了
無
相
違
」
正
徹
在
判

以
彼
御
本
一
校
了

 

「
若
紫
」
末
に

御
本
云
為
相
卿
以
奥
書
本
重
合
畢
」
於
今
證
本
歟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
史
清
岩
正
徹
判

以
彼
御
本
一
校
了

 

「
花
宴
」
末

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵

　
　
松
花
堂
昭
乗
筆
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て德　

岡　
　
　

涼
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御
本
云
為
相
卿
奥（
マ
ヽ
）書

本
重
而
読
合
了
無
不
審
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
徹
判

以
彼
御
本
一
校
了

こ
れ
に
よ
れ
ば
源
氏
物
語
大
成
資
料
篇
所
載
の
徳
本
氏
旧
蔵
本

と
同
系
、
松
花
堂
猩（

マ
ヽ
）々

筆
、
表
紙
絵
は
土
佐
将
監
光
起
筆
な
る

事
を
証
す
る
目
録
（
目
録
上
に
享
和
二
年
八
月
三
日
）
を
添
へ

る
。

　

二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
源
氏
物
語
千
年
紀
と
し
て
、
熊
本
大
学
附

属
図
書
館
貴
重
資
料
展
『
源
氏
物
語
千
年
の
時（

２
）』
に
お
い
て
紹
介
、

展
示
を
し
た
。
そ
の
後
、
三
宅
秀
和（

３
）氏

に
よ
っ
て
、
そ
の
表
紙
絵
が

土
佐
光
起
筆
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。
松
花
堂
昭
乗

と
土
佐
光
起
（
一
六
一
七
～
一
六
九
一
）
と
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
人

物
で
は
あ
る
が
、
表
紙
絵
と
本
体
と
が
一
致
し
な
い
巻
が
十
帖
も

あ
っ
た
り
、
真
木
柱
巻
に
錯
簡
を
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
後
の

時
代
に
綴
じ
直
し
を
し
た
も
の
だ
と
予
測
さ
れ
る
。

　

本
書
『
源
氏
物
語
』（
本
稿
で
は
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
と
略
す
）

に
は
「
享
和
二
年
八
月
三
日
」
に
か
か
る
目
録
が
備
わ
る
。

（
包
紙
上
書
）
此
御
書
物
／
古
筆
所
之
宛
之
返
書
／
享
和
二
年

八
月
三
日

（
目
録
）
目
録
／
一
源
氏
物
語
五
十
四
冊
／
松
花
堂
猩
々
翁
筆

／
表
紙
繪
／
土
佐
将
監
光
起
筆
／
名
有
／
箱
今
物
赤
銅
彫
物
唐

草
／
引
手
金
ム
ク
ノ
ヨ
シ
／
紋（

４
）尽

梨
地
箱
／
外
ニ
文
章
添
本
一

冊
ア
リ

今
、「
文
章
添
本
一
冊
」
は
、
備
わ
っ
て
い
な
い
が
、
筆
跡
、
本
の

状
態
か
ら
も
松
花
堂
昭
乗
一
筆
と
み
て
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

源
氏
物
語
本
文
も
本
奥
書
を
見
る
に
い
わ
ゆ
る
正
徹
本
系
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
重
要
（
書
き
入
れ
に

は
そ
れ
以
外
の
伝
本
と
の
校
合
の
箇
所
も
見
ら
れ
る
）で
あ
る
一
方
、

本
文
と
本
文
と
の
間
に
書
き
入
れ
ら
れ
る
注
が
多
数
存
在
す
る
こ
と

は
、
同
時
代
の
源
氏
物
語
享
受
の
様
相
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
こ

れ
は
、
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
表
記
の
も
の
が
多
数
だ
が
、
中
に
仮
名

表
記
の
部
分
も
あ
り
、
本
文
と
同
様
松
花
堂
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

　

松
花
堂
昭
乗
は
、
書
家
と
し
て
の
側
面
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
近
時
、
山
口
恭
子（

５
）氏
の
労
作
『
松
花
堂
昭
乗

と
瀧
本
流
の
展
開
』
に
よ
っ
て
そ
の
解
明
が
一
挙
に
進
ん
だ
感
が
あ

る
。

　

山
口
氏
作
成
の
詳
細
な
年
譜
を
通
観
し
て
み
る
と
、
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）
に
は
、『
源
氏
物
語
』（
柿
衞
文
庫
蔵
）
を
書
写
と
い

う
事
柄
が
目
を
引
く
。
孫
引
き
に
な
る
が
、
抜
書
し
て
お
き
た
い
。

『
寛
永
の
三
筆
展
』（
大
和
文
華
館　

一
九
七
三
年
）
に
一
部
図

版
掲
載
。
書
写
者
は
昭
乗
の
ほ
か
に
、
里
村
紹
巴
・
昌
琢
・
玄

仍
・
玄
陳
・
中
院
通
村
・
本
阿
弥
光
悦
・
近
衛
信
尹
ら
で
各
人

が
巻
ご
と
に
書
写
を
し
た
も
の
。
各
巻
に
書
写
者
を
示
す
紙
片

が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
賢
木
」
巻
を
書
写
し
た
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の
が
昭
乗
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
「
賢
木
」
巻
に
昭
乗
自

身
の
署
名
・
奥
書
の
類
は
な
い
が
、
中
院
通
村
写
「
花
宴
」
巻

に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

本
肖
柏
筆
以
京
極
黄
門
定
家
自
筆
校
合
畢
／
本
云
享
禄
三

年
正
月
十
九
日
書
写
之
了
奥
入
以
別
紙
写
之
二
月
廿
八
日

一
校
了
桑
門
堯
空
七
十
六
歳
／
此
巻
依
能
舜
所
望
以
右
之

奥
書
本
遂
書
写
校
合
者
也
／
慶
長
十
年
季
秋
下
澣　

拾
遺

通
村

そ
の
他
、
昭
乗
の
書
写
し
た
文
学
関
係
典
籍
の
多
さ
に
は
目
を
瞠
る

も
の
が
あ
る
。
全
面
的
に
山
口
氏
の
年
譜
に
依
拠
し
な
が
ら
年
代
の

分
か
る
も
の
を
摘
記
す
る
と
『
三
部
抄　

未
来
記
／
詠
歌
大
概
』（
慶

長
八
年
八
月（
一
六
〇
三
））、『
琵
琶
行
』（
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）・

こ
の
年
『
琵
琶
行
』
を
幾
た
び
も
写
し
て
い
る
）、『
徒
然
草
』（
寄

合
書
と
し
て
慶
長
元
和
ご
ろ
の
写
）、『
和
漢
朗
詠
集
』（
寛
永
六
年

（
一
六
二
九
））と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。ま
た
、昭
乗
に
は
俳
諧
連
歌
、

歌
な
ど
も
遺
さ
れ
、
文
事
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ

も
多
く
の
文
芸
と
触
れ
あ
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
文
化
人
が
、
八
幡
の
地
に
お
い
て
い
か
に
『
源
氏
物
語
』
を
読

み
解
き
、
学
ん
だ
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
寛

永
文
化
の
説
明
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
書
物
の
享
受

の
あ
り
方
が
、
書
写
本
か
ら
刊
本
へ
と
移
行
す
る
時
期
、
昭
乗
の
も

と
に
蒐
集
さ
れ
た『
源
氏
物
語
』の
注
釈
書
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
、
書
物
の
流
通
と
い
う
点
か
ら
も
新
た
な
経
路
が
見
い
だ
さ

れ
る
。

　

本
稿
は
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
書
き
入
れ
を
考
察
し
、
松
花

堂
の
源
氏
学
の
性
質
の
一
端
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
所
引
の
古
注
釈
書
に
つ
い
て

　

書
き
入
れ
本
と
い
う
も
の
は
、
誰
か
に
向
け
て
書
き
示
す
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、
自
分
自
身
が
学
ぶ
と
い
う
側
面
の
強
い
性
質
の
も
の

だ
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
出
典
表
記
な
ど
も
略
さ
れ
た
り
、

他
注
釈
書
か
ら
の
抄
出
も
自
由
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
分
析
も
困
難
を

極
め
る
。

　

松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
書
き
入
れ
注
を
見
渡
す
と
肩
付
き
あ
る

い
は
注
尻
に
出
典
を
明
記
す
る
も
の
だ
け
で
も『
河
海
抄
』『
仙
源
抄
』

『
花
鳥
余
情
』、
三
条
西
家
流
の
『
弄
花
抄
』『
細
流
抄
』、
さ
ら
に
は

『
休
聞
抄
』『
紹
巴
抄
』
等
か
ら
の
引
用
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

松
花
堂
昭
乗
の
源
氏
学
の
多
様
さ
が
看
取
で
き
る
が
、と
く
に
、「
碩
」

「
閑
」
の
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
の
多
用
が
目
を
引
く
。「
碩
」

と
は
、
連
歌
師
宗
碩
。
さ
ら
に
「
閑
」
と
は
能
登
永
閑
の
略
で
あ
る

こ
と
か
ら
、『
萬
水
一
露
』
と
照
合
し
て
み
る
に
、
や
は
り
『
萬
水

一
露
』
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
直
ち
に
明
ら
か
に
な
る
。『
萬

水
一
露
』
に
つ
い
て
は
、
伊
井
春
樹（

６
）氏

が
、
全
面
翻
刻
を
さ
れ
至
便
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で
あ
る
が
、
そ
の
解
題
に
見
通
さ
れ
た
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
示
し

て
お
き
た
い
。

　

も
と
も
と『
萬
水
一
露
』は
、松
永
貞
徳
の
承
応
元
年（
一
六
五
二
）

の
跋
文
を
伴
う
刊
本
と
し
て
流
布
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
跋

文
に
い
う
よ
う
に
、源
氏
物
語
の
理
解
の
た
め
に
は
『
河
海
抄
』『
花

鳥
余
情
』『
弄
花
抄
』『
細
流
抄
』
の
四
書
が
必
携
さ
れ
る
べ
き
も
の

だ
と
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
を
全
て
所
持
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
か

ら
、宗
碩
の
門
人
能
登
永
閑
が
肝
腎
な
注
記
は
省
略
す
る
こ
と
な
く
、

法
華
経
二
十
八
品
に
模
し
て
二
十
八
冊
と
し
た
の
が
『
萬
水
一
露
』

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
碩
」
と
す
る
師
の
宗
碩
説
、「
永
」

と
す
る
能
登
永
閑
の
自
説
も
大
量
に
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

伊
井
氏
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
萬
水
一
露
』
が
、「
伝
本
の

中
に
あ
っ
て
き
わ
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
」る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

逡
巡
さ
れ
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
な
見
通
し
を
た
て
ら
れ
る
。
国

会
図
書
館
本
で
は
、「
此
物
語
書
は
し
む
る
年
号
の
事
」
と
し
て
、

寛
弘
の
始
に
出
き
て
、
康
和
の
末
に
世
に
は
ひ
ろ
ま
り
た
る
よ

し
を
河
海
抄
に
の
せ
給
へ
り
、
私
ニ
勘
見
る
に
、
寛（

マ
ヽ
）和
八
年
に

て
を
は
り
、
康
和
は
五
年
に
て
は
て
ぬ
、
寛
弘
元
年
よ
り
こ
と

し
天
文
十
四
年
（
一
五
四
三
）
乙
巳
ま
て
は
五
百
四
十
二
年
歟

と
す
る
箇
所
が
、
他
の
諸
本
に
は
、「
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
乙

亥
ま
て
は
五
百
七
十
二
年
歟
」
と
あ
る
。
前
者
は
永
閑
の
活
躍
時
期

と
も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
国
会
図
書
館
本
が
永
閑
の
本
来
の
『
萬
水

一
露
』
の
姿
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

何
段
階
か
に
分
け
て
、『
萬
水
一
露
』
が
、
増
補
さ
れ
て
い
く
姿

が
推
さ
れ
る
も
の
の
、
外
部
徴
証
も
少
な
く
、
伊
井
氏
の
推
測
に
沿

う
よ
り
他
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
本
の
系
列
と
し
て
、

宮
崎
裕
子（

７
）氏

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
九
州
大
学
に
蔵
さ
れ
る
『
萬
水

一
露
』（
絵
合
～
槿
巻
）
が
あ
り
、
氏
は
、
国
会
図
書
館
本
と
共
通

の
祖
本
を
想
定
し
て
お
ら
れ
首
肯
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
書
き
入
れ
も
『
萬
水
一
露
』

の
一
階
梯
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

こ
と
も
絡
め
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
成
立

年
次
に
つ
い
て
、
成
立
の
推
定
に
有
用
な
内
部
徴
証
を
洗
い
出
す
作

業
を
始
め
た
い
。

三
、
書
き
入
れ
の
年
次
に
つ
い
て

　

そ
も
そ
も
、
書
き
入
れ
本
の
成
立
年
次
を
特
定
す
る
事
は
出
来
な

い
。
幾
段
階
か
に
渡
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
あ
る
一
箇
所
の
書
き
入
れ
を
以
て
、
年
次
推
定
を
す
る
の

は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
あ
え
て
下
記
の
書
き
入
れ
に
着
目
し
た

い
。

　

夕
顔
巻
に
お
い
て
、
夕
顔
が
そ
れ
が
し
の
院
に
お
い
て
死
去
、
そ

の
後
、
惟
光
の
は
か
ら
い
で
荼
毘
に
ふ
す
。
源
氏
は
二
条
院
に
帰
邸
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し
よ
う
と
す
る
が
、「
堤
の
ほ
ど
に
て
御
馬
よ
り
す
べ
り
下
り
て
」

（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
』
以
下
『
新
大
系
』
と
略
す
。「
夕
顔
」

一
三
五
頁
）
と
、
あ
や
う
く
落
馬
す
る
惑
乱
ぶ
り
。
そ
こ
へ
の
書
き

入
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

つ
ゝ
み
の
ほ
と
に
て
む
ま
よ
り
す
へ
り
お
り
て
（
135
・
３
）
堤

ト
イ
へ
ハ
カ
茂
川
ノ
コ
ト
也

防
鴨
河
使
ト
云
官
ア
リ　

防 

フ
セ
ク

マ
モ
ル　

又
法
城
寺
ヲ
寛
永
十
年

立
ラ
ル（

稿
者
注
・
本
文
と
注
記
と
の
間
の
数
字
は
『
源
氏
物
語

大
成
』
の
ペ
ー
ジ
と
行
と
を
示
す
）

右
の
、「
又
法
城
寺
ヲ
寛
永
十
年
立
ラ
ル
」
と
い
う
書
き
入
れ
は
、

松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
書
き
入
れ
年
次
の
一
つ
の
比
定
に
繋
が
る
。

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
と
い
う
と
、
松
花
堂
の
晩
年
期
に
あ
た
り

実
際
の
見
聞
に
基
づ
い
て
、
独
自
に
書
き
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
、
他
の
注
釈
書
と
照
合
し
て
ゆ
く
と
、『
萬
水

一
露
』
に
一
部
重
な
る
。

碩閑 

昔
賀
茂
川
都
へ
流
入
間
堤
を
つ
き
て
防　

鴨
河
使
と
い
ふ
つ

か
さ
を
置
て
堤
を
ま
も
ら
す
る
也

又
法
成
寺
と
云
寺
を
た
て
け
り
い
ま
に
有
之
云
　々

防
マ
モ
ル

フ
セ
ク 

と
記
さ
れ
、
法
成
寺
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
に
は
あ
る
寛
永
十
年
部
分
の
書
き

入
れ
は
な
い
。
右
に
掲
げ
て
い
る
『
萬
水
一
露
』
は
承
応
三
年
刊

（
一
六
五
四
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

昭
乗
の
見
た
『
萬
水
一
露
』
は
、
書
写
本
の
形
態
の
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
昭
乗
の
没
年
が
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

伊
井
氏
の
言
及
に
も
あ
っ
た
国
会
図
書
館
蔵
の
『
萬
水
一
露
』
は
、

以
下
の
注
を
つ
け
る
。

つ
ゝ
み
の
ほ
と　

む
か
し
賀
茂
川
都
へ
流
入
間
堤
を
つ
き
て

防ハ
ウ

鴨
河
使
と
云
つ
か
さ
を
置
て
堤
を
ま
も
ら
す
る
也
ま
た
法

城
守寺

歟

と
云
寺
を
た
て
を
け
り　

今
に
有
之
云
　々

防 

マ
モ
ル
ト
モ

ヨ
メ
リ　
　 

フ
セ
グ
ト
モ

た
し
か
に
こ
れ
等
は
、
ほ
と
ん
ど
重
な
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　

臼
杵
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
源
氏
物
語
聞
書
』（『
萬
水
一
露
』
で

あ
る
）（
第
三
門
・
和
・
200
）
は
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
頃
書

写
さ
れ
た
寄
合
書
の
一
伝
本
で
あ
る
が
、
右
の
国
会
図
書
館
本
と
同

意
な
が
ら
、
碩
閑
と
朱
筆
で
示
し
て
い
る
。

一
、
つ
ゝ
ミ
の
ほ
と　

 

碩閑 

昔
賀
茂
川
都
へ
流
入
間
堤
を
つ
き

て防
鴨
河
使
と
い
ふ
つ
か
さ
を
ゝ
き
て
堤
を
ま
も
ら
す
る
也　

又

法
城
寺
と
云
寺
を
た
て
を
け
り
い
ま
に
有
是
云
　々

防マ
モ
ル

                                                                                                                                   

フ
セ
ク

あ
る
い
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
の
『
萬
水
一
露
』（
14
Ａ
・
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13
）も
書
写
本
と
し
て
は
見
逃
せ
な
い
。こ
れ
は
小
高
敏
郎（
８
）氏

に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
、
そ
の
の
ち
殆
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
松

永
貞
徳
が
、
若
菜
、
及
び
、
桐
壺
・
常
夏
・
野
分
の
一
部
を
書
写
し

た
と
認
め
ら
れ
、
主
に
貞
徳
の
弟
子
達
に
よ
る
寄
合
書
で
あ
る
。
そ

の
当
該
箇
所
は
、
以
下
で
あ
り
、
先
に
掲
げ
た
、『
萬
水
一
露
』
と

殆
ど
変
わ
り
が
な
い
。

一
、
つ
ゝ
み
の
ほ
と　
碩閑 
昔
賀
茂
川
都
へ
○流
入
間
堤
を
つ
き
て

防
鴨
河
使
と
い
ふ
つ
か
さ
を
置
て
堤
を
ま
も
ら
す
る
な
り

又
法
城
寺
と
云
寺
を
立
を
け
り
今
有
之
云
　々

防
ま
も
る

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    　

ふ
せ
く

国
会
図
書
館
本
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
伊
井
氏
が
述
べ
る
よ
う
に

そ
の
説
が
、
誰
の
説
な
の
か
を
示
す
「
碩
」「
閑
」
の
有
無
で
あ
る
。

内
容
自
体
は
漢
字
か
、
平
仮
名
か
、
あ
る
い
は
片
仮
名
か
と
い
う
表

記
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
ほ
ぼ
同
一
と
見
な
さ
れ
る
。

　

少
し
論
か
ら
は
外
れ
る
が
、東
大
本
『
萬
水
一
露
』
と
臼
杵
本
『
萬

水
一
露
』
の
成
立
の
前
後
は
、
東
大
本
の
方
が
後
の
公
算
が
高
い
。

な
ぜ
な
ら
、
東
大
本
は
、
萩
野
安
静
、
和
田
以
悦
、
加
藤
磐
斎
、
北

村
季
吟
ら
が
関
わ
る
寄
り
合
い
書
で
あ
る
。年
少
の
季
吟
の
生
没
が
、

寛
永
元
年
（
一
六
二
五
）
か
ら
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
少
な
く
と
も
寛
永
二
十
年
前
後
の
執
筆
と
み
る
の
が
ふ
さ

わ
し
い
。
最
も
、
寄
合
書
と
い
う
も
の
は
、
短
期
間
に
成
立
す
る
も

の
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
東
大
本
『
萬
水
一
露
』
の
書

写
年
代
は
、
慶
長
二
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
は
、
誰
の
説
と
も
記
さ
な
い
。
伊

井
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
原
型
に
近
い
」
写
本
を
見
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
は
、
逐
一
正
確
に

出
典
を
表
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、こ
の
一
項
か
ら『
萬

水
一
露
』
の
初
期
の
段
階
の
伝
本
を
書
写
し
た
と
は
認
定
出
来
な
い

こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
先
述
し
た
よ
う
に
、「
碩
」「
閑
」
を
伴
う
書

き
入
れ
注
も
散
見
し
て
い
る
）。
し
か
し
、『
萬
水
一
露
』
に
近
接
し

な
が
ら
、
ど
の
伝
本
に
も
見
い
だ
す
こ
と
の
出
来
な
い
寛
永
十
年
と

い
う
年
次
を
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
成
立
の
一
階
梯
と
見
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
該
本
の
独
自
の
書
き
入
れ
注
に
つ
い
て

掲
げ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
松
花
堂
昭
乗
の
「
師
」

　

松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
昭
乗
の
「
師
」
を
指
す
と
お
ぼ
し

き「
師
云
」あ
る
い
は「
師
」と
示
し
た
書
き
入
れ
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

帚
木
巻
に
お
け
る
雨
夜
の
品
定
め
に
お
い
て
、
頭
中
将
の
体
験
談

中
「
朝
夕
に
も
て
つ
け
た
ら
む
あ
り
さ
ま
見
え
て
心
ぐ
る
し
か
り
し

か
ば
」（『
新
大
系
一
』
五
三
頁
）
と
、
朝
な
夕
な
、
自
分
の
世
話
を

す
る
女
の
こ
と
を
い
じ
ら
し
く
思
っ
た
の
で
、
と
い
う
箇
所
。
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心
く
る
し
か
り
し
か
は
（
56
・
５
）
女
ノ
恨
ミ
ズ
カ
結
句
心
ク

ル
シ
キ
ト
也　

師
云
我
カ
ワ
ロ
キ
無
音
ヲ
知
テ
人
ヲ
察
シ
テ
心

グ
ル
シ
キ
也
心
ノ
鬼
也

と
注
を
書
き
入
れ
て
い
る
。「
心
く
る
し
か
り
し
か
は
」
の
注
の
前

半
は
、
出
典
を
記
し
て
は
い
な
い
が
、『
細
流
抄
』
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
後
半
の
「
師
云
」
が
、
昭
乗
の
師
匠
の
説
で
あ
る
。
帚
木
巻

当
該
箇
所
の
直
前
に
、「
久
し
き
と
絶
え
を
も
」
と
あ
る
の
で
、
頭

中
将
は
、「
無
音
」
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、

右
の
よ
う
な
注
が
付
い
た
の
で
あ
る
。

　

雨
夜
の
品
定
め
の
後
、
宮
中
か
ら
大
殿
に
退
出
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
に
付
け
る
書
き
入
れ
。

あ
つ
さ
に
み
た
れ
た
ま
へ
る
（
63
・
８
）
師
云
夏
ノ
直
衣
ハ
品

多
シ
十
六
迄
ハ
赤
花
計
也
十
七
ヨ
リ
桔
梗
色
ト
テ
赤
縁
同
分
ニ

ス
濃
二
藍
也
深
縁
ト
云

物
語
の
展
開
に
は
、
や
や
関
わ
り
の
な
い
直
衣
の
色
に
つ
い
て
の
注

で
あ
る
。「
縁
」
は
「
ゆ
か
り
」
と
読
ま
せ
、紫
色
を
意
味
す
る
。「
桔

梗
色
」
と
い
う
色
目
に
つ
い
て
『
日
本
の
伝
統
色（

９
）』

を
紐
解
く
に
、

桔
梗
の
花
色
の
よ
う
な
冴
え
た
青
紫
を
い
う
。「
桔
梗
色
」
は

古
く
は
「
き
か
う
い
ろ
」、「
き
ち
か
う
」
と
も
呼
ば
れ
、『
宇

津
保
物
語
』
に
「
き
か
う
色
の
を
り
物
の
ほ
そ
な
か
」、『
栄
花

物
語
』
に
は
「
き
き
や
う
の
織
物
」、「
桔
梗
の
表
著
」
が
見
え

て
い
る
。
平
安
時
代
の
桔
梗
色
は
、
重
色
、
織
色
に
見
え
て
い

る
が
、
染
色
に
は
見
ら
れ
な
い
。
重
色
の
「
桔
梗
」
は
、
表
二

藍
・
裏
濃
青
（『
薄
様
色
目
』）
他
数
説
が
あ
る
が
、
表
を
二

藍
と
す
る
説
が
桔
梗
の
花
の
色
に
近
い
。
桔
梗
色
の
染
色
は

江
戸
時
代
に
は
行
わ
れ
て
お
り
、『
諸
色
手
染
草
』（
明
和
九
／

一
七
七
二
）
に
「
下
染
を
ち
く
さ
に
染
、
其
う
へ
へ
す
わ
う

に
め
う
ば
ん
少
し
入
染
て
よ
し
。
但
し
本
紅
を
遣
ふ
時
は
右

の
ご
と
く
下
染
の
う
へ
へ
紅
染
の
ご
と
く
染
て
よ
し
」
と
み

え
る
。「
桔
梗
染
」
は
近
松
の
『
女
殺
油
地
獄
』（
宝
永
六
／

一
七
〇
九
）に「
桔
梗
染
の
腰
変
り
縞
繻
の
帯
」と
見
え
て
い
る
。

と
あ
る
如
く
、平
安
期
に
は
染
色
と
し
て
は
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

注
と
し
て
は
的
を
射
て
い
な
い
が
、
江
戸
初
期
に
染
色
と
し
て
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
用
例
と
な
る
。

　

帚
木
巻
で
は
、
大
殿
、
そ
し
て
二
条
院
も
方
塞
が
り
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
て
、
紀
伊
守
邸
に
方
違
え
す
る
。
そ
こ
で
、
紀
伊
守
邸
の

侍
女
達
が
、「
母
屋
に
集
ひ
ゐ
た
る
」（
同
・
六
三
頁
）
と
す
る
と
こ
ろ
。

も
や
に
つ
と
ゐ
た
る
（
65
・
９
）
本
屋
也
俗
ニ
ヲ
モ
ヤ
ト
云
師

云
母
ト
ハ
屋
ノ
中
ニ
テ
親
家
ノ
頭
ヲ
也

と
注
を
書
き
入
れ
る
が
、
実
は
「
本
屋
也
俗
ニ
ヲ
モ
ヤ
ト
云
」
の
箇

所
は
、『
萬
水
一
露
』
の
「
閑
」
説
と
一
致
す
る
。
続
く
、「
師
云
」
が
、

松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る
師
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
母

屋
の
「
母
」
と
は
、「
親
」、
つ
ま
り
「
家
の
頭
」
を
意
味
す
る
と
い

う
独
自
の
理
解
を
説
い
て
い
る
。
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続
く
夕
顔
巻
に
も
、
お
互
い
に
素
性
も
わ
か
ら
ず
に
、
源
氏
は
夕

顔
の
も
と
に
通
い
始
め
た
と
こ
ろ
で
惟
光
が
、「
け
さ
う
人
の
い
と

も
の
げ
な
き
足
も
と
を
見
つ
け
ら
れ
て
侍
ら
ん
と
き
、
か
ら
く
も
あ

る
べ
き
か
な
」（「
夕
顔
」
同
・
一
一
三
頁
）
と
、
恋
す
る
男
が
、
身

を
や
つ
し
た
貧
相
な
様
子
で
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
た

ら
、
辛
い
で
し
ょ
う
ね
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
以
下
の
よ
う
に
書
き
入

れ
る
。か

ら
く
も
あ
る
へ
き
か
な
と
（
113
・
８
）
師
云
外
聞
ヲ
恥
ル
也 

悪
ヲ
恥
ル

そ
の
後
、
源
氏
は
、
な
に
が
し
の
院
に
夕
顔
を
連
れ
出
し
て
、
歌
を

詠
み
交
わ
す
が
、
そ
の
源
氏
歌
、「
い
に
し
へ
も
か
く
や
は
人
の
ま

ど
ひ
け
ん
わ
が
ま
だ
知
ら
ぬ
し
の
の
め
の
道
」
に
お
い
て
、

い
に
し
へ
も
か
く
や
は
人
の
ま
と
ひ
け
む
（
119
・
７
）
好
色
ヲ

カ
ヘ
リ
ミ
テ
邪
道
ト
思
ヘ
ル
也
師

と
注
を
つ
け
る
。
こ
の
場
面
直
前
で
、「
ま
だ
か
や
う
な
る
こ
と
を

な
ら
は
ざ
り
つ
る
を
」（
一
一
八
頁
）
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
女
を
連

れ
出
す
よ
う
な
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

今
回
は
、「
邪
道
」
で
あ
る
と
、
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

帚
木
、
夕
顔
の
巻
の
「
師
説
」
の
用
例
を
挙
げ
て
き
た
が
、
事
物

の
説
明
で
あ
っ
た
り
、語
句
の
説
明
に
終
始
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

以
下
、
師
説
を
抜
き
書
き
し
て
お
き
た
い
。

＊
若
紫
巻

す
さ
く
院
の
行
幸
あ
る
へ
し
（
180
・
１
）
師
五
十
九
代
宇
多
御

門
ヲ
云
リ
六
十
代
醍
醐
ヲ
桐
壺
ノ
御
門
ニ
比
ス
レ
ハ
也
上
皇
並

母
后
ヘ
行
達
ア
ル
ヲ
朝
覲
ノ
行
幸
ト
云
正
月
二
日
ニ
ア
リ
周
礼

ニ
春
ア
ル
ヲ
朝
ト
云
秋
ハ
覲
ト
云

＊
末
摘
花
巻

あ
ま
り
も
の
ゝ
ほ
と
し
ら
ぬ
や
う
に
て
（
201
・
９
）
師
云
過
不

及
ノ
ニ
ヲ
論
ス

う
へ
の
ま
め
に
お
は
し
ま
す
と
（
204
・
12
）
師
云
好
色
ノ
悪
ト

知
故
ハ
源
ハ
深
ク
面
ツ
レ
ナ
キ
躰
也
大
盗
人
ノ
㒵
ハ
律
儀
ニ
見

ル
如
也

女
の
あ
り
さ
ま
く
る
し
か
る
ら
む
（
205
・
２
）
師
ノ
曰
人
ノ
善

悪
ヲ
シ
共
我
ヲ
ハ
ワ
ス
ル
ゝ
ハ
小
人
ノ
習
也

人
に
も
ゝ
て
さ
は
か
る
は
か
り
や
（
207
・
８
）
人
口
ニ
也　

師

云
此
遠
慮
ヲ
深
ク
慎
ム
ヲ
義
ト
云

い
と
も
て
は
や
さ
れ
た
り
（
221
・
８
）
左
礼
イ
ヘ
ル
心
也
弄
花

ノ
説
也
師
云
若
キ
女
ニ
似
相
ヌ
物
ナ
レ
共
末
摘
ハ
モ
テ
ハ
ヤ
シ

玉
ト
也

＊
紅
葉
賀
巻

朱
雀
院
の
行
幸
は
（
237
・
１
）
師
云
桐
壺
巻
先
代
ト
申
ハ
マ
シ

マ
サ
ス
ト
見
ユ
然
レ
ハ
桐
壺
ノ
巻
ノ
先
帝
ハ
宇
多
ノ
帝
ヨ
リ
以

前
ノ
陽
成
光
孝
ヲ
云
ト
見
タ
リ
師
云
六
十
二
代
村
上
天
皇
ノ
年
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号
也
此
時
宇
多
御
門
ハ
在
世
ニ
非
ス
コ
レ
ハ
六
十
二
代
村
上
天

皇
承
平
ノ
帝
ノ
院
ノ
御
所
ヘ
御
幸
也
六
十
一
代
朱
雀
也

ゆ
し
給
（
251
・
11
）
由
也
左
手
也　

左
ノ
手
ニ
テ
弦
ヲ
ヲ
ス

也　

師
云
左
ノ
手
ヲ
由
手
ト
云

内
侍
の
す
け
人
（
254
・
４
）
師
云
尚ナ
イ
シ
ノ
カ
ミ侍
二
人　

典ナ
イ
シ
ノ
ス
ケ
侍
二
人 

掌ナイ
シ
ノ
ゼ
ウ

侍
四
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                      

ス
ケ
ト
斗
云
カ
名
目
也

ぬ
れ
き
ぬ
を
た
に
（
256
・
２
）
師
云
筑
前
ニ
テ
カ
シ
ツ
ク
女
ニ

継
母
海
士
男
ノ
通
ト
テ
ヌ
レ
衣
ヲ
キ
セ
置
タ
リ
父
敬
之
女
夢
ニ

ミ
ヘ
テ
云
引
ヌ
ギ
キ
ス
ル
ソ
ノ
タ
バ
カ
リ
ノ
ヌ
レ
ギ
ヌ
ハ
永
別

ノ
タ
メ
シ
也
ケ
リ

つ
ゝ
む
め
る
名
や
も
り
い
て
ん
（
259
・
９
）
師
云
好
色
ノ
名
ホ

コ
ロ
ヒ
ノ
如
ク
ニ
モ
レ
ン
ト
也
閑
云
此
衣
ニ
テ
名
ハ
タ
ゝ
ン
ト

也は
た
そ
て
も
な
か
り
け
り
（
260
・
５
）
巴
云
端ハ
タ

袖
也
奥
ノ
袖
ノ

次
也
師
云
一
フ
ク
半
ノ
袖
ノ
義
ヲ
云

た
ち
か
へ
り
（
260
・
11
）
源
ヲ
カ
コ
ツ
云
師
説

＊
葵
巻

故
宮
の
い
と
や
む
事
な
く
（
283
・
12
）
前
坊
也　

桐
帝
ノ
弟
也

源
氏
ノ
為
父
方
ノ
叔
父
也　

院
ノ
源
ノ
教
訓
也　

師
云
前
坊
ト

ハ
桐
帝
ノ
御
連
枝
也
千
字
文
注
ニ
云
父
母
如
レ
樹
ノ
兄
弟
如
枝

同
受
二
父
母
ノ
レ
氣
一
故
曰
二
連
枝
一
ト
也

さ
し
の
け
な
と
す
へ
き
（
286
・
12
）
師
云
小
勢
ニ
シ
テ
大
勢
ニ

カ
タ
ン
ト
ス
ル
ハ
不
義
也　

鵜
ノ
マ
ネ
ス
ル
鳥
ノ
如
シ

右
近
の
く
ら
人
の
そ
う
つ
か
う
ま
つ
れ
り
（
288
・
８
）
将
監
ヲ

丞
ト
云
蔵
人
ニ
シ
テ
右
近
将
監
也
師

あ
ふ
き
の
つ
ま
を
お
り
て
（
291
・
10
）
師
云
狩
衣
ノ
ス
ソ
切
テ

哥
ヲ
カ
キ
テ
ヤ
ル
ノ
類　

弄
檜
扇
ノ
端
ヲ
折
テ
歌
ヲ
付
タ
ル
也

い
つ
も
し
く
れ
は
と
あ
り
（
311
・
12
）
師
曰
イ
ツ
モ
ツ
レ
ナ
キ

心
也

＊
行
幸
巻　

  

玉
く
し
げ
に
ま
つ
は
れ
給
へ
る
か
な
（
902
・
13
）
エ
ン
ノ
詞
多

ス
キ
タ
ル
ヲ
ゝ
シ
ヘ
ニ
ケ
リ

師
縁
ノ
詞
ハ
一
ツ
ア
ル
ハ
ヨ
シ
二
ア
ル
ハ
ハ

（
マ
ヽ
）ヤ
ア
シ
キ
也
縁
ノ

詞
ハ
哥
ノ
命
也
ト
イ
ヘ
リ

ひ
ゝ
し
く
（
910
・
10
）
師
説
秘
々
敷
也
恐
ノ
心
也
今
案
ビ
ゝ
シ

ク
ノ
心
ニ
テ
可
然
也

以
上
の
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
の
第
一
部
（
行
幸
巻
ま
で
）
に
、
こ

の
「
師
」「
師
云
」
と
い
う
書
き
入
れ
注
が
散
見
す
る
。
昭
乗
の
師

と
は
誰
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
文
学
的
素
養
を
感
じ
さ
せ
る
の

は
、
例
え
ば
、
葵
巻
の
源
典
侍
が
「
扇
の
つ
ま
を
を
り
て
」（『
新
大

系
一
』
二
九
九
頁
）
そ
れ
に
歌
を
書
き
付
け
源
氏
に
送
っ
た
場
面
に

は
「
狩
衣
ノ
ス
ソ
切
テ
哥
ヲ
カ
キ
テ
ヤ
ル
ノ
類
」
と
し
『
伊
勢
物
語
』

初
段
の
む
か
し
男
が
し
の
ぶ
摺
の
狩
衣
の
裾
を
切
り
、
歌
を
認
め

送
っ
た
類
だ
と
示
し
た
り
、
行
幸
巻
で
は
、「
ふ
た
方
に
い
ひ
も
て
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ゆ
け
ば
玉
く
し
げ
わ
が
身
は
な
れ
ぬ
か
け
ご
な
り
け
り
」（『
新
大
系

三
』
七
六
頁
）
の
歌
に
「
縁
ノ
詞
」
の
多
用
を
指
摘
。
縁
の
詞
は
「
哥

ノ
命
」
だ
と
も
説
い
て
い
る
事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

解
釈
を
す
る
昭
乗
の
師
匠
と
な
り
得
る
人
物
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

　

仮
に
松
永
貞
徳
だ
っ
た
と
し
て
、
昭
乗
と
の
交
流
は
、
寛
永
十
四

年
（
一
六
三
七
）
八
月
十
五
日
に
驚
月
庵
で
の
歌
会
で
の
同（

５
）と
同座

が
確

認
さ
れ
る
の
で
、
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
行
幸
巻
ま
で
に
「
師
」
説
が
見
受
け
ら
れ
、
以
降
は
途
絶

え
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て
、
こ
の
師
か
ら
教
え
を

受
け
る
こ
と
が
中
断
し
た
と
推
す
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
（
断
言
を
避

け
た
い
の
は
、
例
え
ば
、
師
の
聞
書
の
控
え
か
ら
昭
乗
が
書
き
入
れ

て
い
っ
た
と
し
て
、
彼
自
身
が
書
き
入
れ
る
の
を
止
め
る
こ
と
も
考

え
得
る
か
ら
で
あ
る
）。

　

例
え
ば
、
寛
永
四
年
に
没
し
た
滝
本
坊
実
乗
は
、
昭
乗
の
師
で
あ

る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
佐
藤
虎
雄（

（1
（

の
伝
記
に
は
、「
昭
乗
は
九

歳
の
時
実
乗
に
拾
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
一
七
歳
の
こ
ろ
実
乗
を
師
と

し
て
仕
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
前
掲
山
口
氏
に
よ
る
と
、「
そ

れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
管
見
に
は
入
ら
な
い
」。
の
ち
「
寛
永
四
年

（
一
六
二
七
）、
実
乗
の
死
没
に
よ
り
、
昭
乗
は
滝
本
坊
を
継
ぎ
、
以

降
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
松
花
堂
に
移
り
住
む
ま
で
の
間
、

滝
本
坊
昭
乗
を
名
乗
る
こ
と
と
な
る
」
と
い
う
。
実
乗
は
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
渡
辺
清（

（1
（

氏
が
、『
近
衛
家
文
書
』

所
収
の
東
求
院
近
衛
前
久
の
書
状
に
、「
天
正
十
年
の
本
能
寺
の
変

の
直
後
、
滝
本
坊
に
親
切
に
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
社
参
の
と
き
は
、

滝
本
坊
を
宿
舎
と
し
た
こ
と
」、昭
乗
の
先
々
代
の
乗
祐
の
こ
ろ
「
既

に
、
近
衛
家
と
滝
本
坊
と
は
特
別
親
し
い
間
柄
と
な
っ
て
い
た
こ

と
」、
更
に
、「
そ
の
弟
子
実
乗
は
小
川
家
の
出
で
、
手
習
い
の
た
め

近
衛
家
に
寄
宿
し
た
こ
と
、
そ
し
て
一
門
の
小
姓
と
な
っ
た
た
め
少

し
の
間
で
去
っ
た
こ
と
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り

近
衛
家
と
瀧
本
坊
と
の
つ
な
が
り
は
、
天
正
十
年
に
ま
で
遡
る
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
。
実
乗
と
源
氏
物
語
と
の
接
点
は
、
こ
の
辺
り
に
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
実
乗
か
ら
、
亡
く
な
る
ま
で
源
氏
物
語

を
学
ん
だ
の
だ
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

あ
る
い
は
、
昭
乗
自
身
も
、
寛
永
三
年
六
月
の
徳
川
秀
忠
、
八
月

の
家
光
上
洛
に
際
し
、
近
衛
家
と
将
軍
家
と
の
調
整
役
を
果
た
し（

（1
（

た

り
、
茶
席
で
の
同
座
も
あ
り
昵
懇
だ
っ
た
。
源
氏
物
語
も
、
信
尹
あ

た
り
か
ら
直
接
薫
陶
を
得
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

は
不
分
明
で
あ
り
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

五
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
独
自
注
に
つ
い
て 

―
一
―

　

源
氏
物
語
の
他
の
古
注
釈
書
で
は
、
通
常
経
文
を
引
く
こ
と
は
な

い
箇
所
に
、『
観
経
（
観
無
量
寿
仏
経
）』
や
、『
梵
網
経
古
迹
』
等

が
引
か
れ
る
こ
と
は
、
該
書
の
独
自
の
読
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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夕
顔
巻
に
お
い
て
、
夕
顔
の
四
十
九
日
を
迎
え
、
源
氏
が
文
章
博

士
に
願
文
を
作
ら
せ
る
場
面
で
、「
阿
弥
陀
仏
に
譲
り
き
こ
ゆ
る
よ

し
」（『
新
大
系
』
一
四
三
頁
）
と
、「
死
後
の
生
は
阿
弥
陀
仏
の
手

に
委
ね
る
」（
同
脚
注
）
と
い
う
箇
所
は
以
下
の
如
く
書
き
入
れ
ら

れ
る
。あ

み
だ
仏
に
ゆ
つ
り
（
143
・
11
）
観
経
云
佛
心
ト
ハ
者
大
慈
悲

是
以
二
縁
慈
ノ一
侫
ス
（
人
偏
に
立
＋
女
、
摂
と
あ
る
べ
き
ヵ
）
諸

ノ
衆
生
ヲ一　

秘
密
神
呪
虻
経
ニ
云
三
世
諸
仏
出
世
本
懐
ハ
為
レ
説
二 

阿
弥
陀
仏
ノ
名
号
ヲ一　

言
南
無
者
帰
命
ト
善
導
大
師
釈
也

「
大
慈
悲
是
以
無
縁
慈
侫
諸
衆
生
」
は
、『
観
無
量
寿
仏
経
』
寶
積
部
・

涅
槃
部
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
続
く
『
秘
密
神
呪
虻
経
』
と
は
何

か
、
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
、「
三
世
諸
仏
出
世

本
懐
為
阿
弥
陀
仏
名
号
」
は
、
以
下
の
託
阿
上
人
『
器
朴
論
』
上
と

一
致
す
る
。
同
じ
経
文
の
一
節
を
『
器
朴
論
』
で
は
、
問
答
に
用
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

證
者
是
非
佛
教
。
念
佛
出
世
本
懷
有
文
釋
乎

答
曰
。
三
世
諸
佛
出
世
本
懷
。
爲
説
阿
彌
陀
佛
名

號
。
故
如
來
本
意
爲
説
非
他
意
念
佛
往
生
門
。

出
現
於
五
濁
。（

大
蔵
経
・
巻
八
十
四
・
続
諸
宗
部
・
傍
線
稿
者
）

「
言
南
無
者
帰
命
」
は
、
善
導
大
師
の
『
観
経
四
帖
疏
』
の
「
一
、

玄
義
分　

６
、
和
會
門
」
に
あ
る
「
言
「
南
無
」
者
、
即
是
帰
命
」

に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
、
葵
巻
。
葵
の
上
の
死
後
、
右
大
臣
が
、
朧
月
夜
も
源
氏
の

妻
に
な
っ
て
も
惜
し
く
は
な
い
と
言
う
の
に
対
し
、
弘
徽
殿
大
后
は

憎
ら
し
い
と
、
あ
く
ま
で
入
内
に
拘
る
と
い
う
場
面
。

い
と
に
く
し
と
思
ひ
き
こ
え
給
て
（
324
・
４
）
梵
網
経
ノ
古
迹

ニ
云
軽シ

コ
二
挋バ

ム

賢
善
一
是
旡
シレ

愧
ハ
ツ
ル
コ
ト

一
切
ノ
悪
法
ハ
従
レ
此
而
生
ス
乃

至
元
根
ヲ
謗
ス
ル
ハ
重
シ
謗
ハレ
實
為
スレ
軽
ト

　

こ
れ
は
、
太
賢
の
『
梵
網
経
古
迹
』
巻
下
末
の
以
下
か
ら
の
引
用

に
間
違
い
な
い
。

　
　
　

無
根
謗
毀
戒
第
三

經
若
佛
子
以
惡
心
至
墮
不
如
意
處
者
犯
輕
垢
罪

述
曰
。
輕
拒
賢
善
即
是
無
愧
。
一
切
惡
法
從
此

而
生
。
紹
隆
佛
種
之
所
不
宜
。
故
須
制
也
。
無
利
益

心
故
言
惡
心
。
離
三
根
故
亦
言
無
事
。
此
無
根
謗

不
能
陷
沒
。
故
於
利
他
制
爲
輕
罪
。
其
聲
聞
戒
無

根
謗
重
。
謗
實
爲
輕
。
於
彼
自
行
通
輕
重
故
。
俗

云
。
士
爲
知
己
者
用
。
其
知
己
者
良
人
也
。
施
我
之

善
其
師
也
。
護
身
財
者
王
之
教
也
。

（
大
蔵
経
・
巻
四
十
・
律
疏
部
）

　

ま
た
、
以
下
の
六
条
御
息
所
が
、
斎
宮
と
共
に
伊
勢
下
向
を
決
め

た
場
面
の
賢
木
巻
の
長
寿
経
は
、
仏
説
長
寿
王
経
に
は
見
い
だ
さ
れ

な
い
が
、『
梵
網
経
古
迹
』「
不
忍
違
犯
戒
第
一
」
所
引
の
長
寿
王
経
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に
重
な
る
の
で
、
葵
巻
同
様
、『
梵
網
経
古
迹
』
か
ら
引
用
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

う
き
世
を
ゆ
き
は
な
れ
ん
と
（
333
・
６
）
長
壽
経
ニ
云
ク
以
レ
怨

報
ル
ハ

レ

怨
今
終
不
レ
滅
以
レ
徳
報
ハ
怨
々
乃
盡
ル
耳
ニ
是
ノ
故
ニ
菩

薩
不
レ
瞋
為
レ
勇
ト
云
々
徳
ト
ハ
理
也
勇
ト
ハ
堪
忍
ス
ル
ヲ
武

辺
ト
ス
目
カ
ケ
モ
ノ
ト
ナ
ル
モ
貞
女
ノ
道
ニ
ソ
ム
ク
小
身
ニ
シ

テ
大
身
ニ
勝
ン
ト
車
ア
ラ
ソ
ヒ
モ
蟷
螂
ヲ
ノ
ヲ
以
車
ヲ
留
メ
ン

ト
ス
ル
カ
如
シ
自
ノ
不
義
ヲ
忘
テ
人
ノ
異
ト
ナ
ル
ハ
其
ム
ク
ヒ

ニ
自
身
ノ
置
所
ナ
シ

長
寿
経
に
続
く
「
徳
ト
ハ
理
也
勇
ト
ハ
堪
忍
ス
ル
ヲ
武
辺
ト
ス
」
と

い
う
箇
所
は
、
朱
子
学
に
か
か
わ
る
注
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
只

命
ヲ
シ
マ
ヌ
バ
カ
リ
ヲ
勇
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
ヨ
ク
モ
ノ
ゴ
ラ
へ
ス

ル
モ
勇
也
」
と
は
林
羅
山
の
『
三
徳
抄（

（1
（

』
の
一
節
で
あ
る
が
、
近
似

し
て
い
る
。
林
羅
山
と
の
交
流
も
あ
っ
た
昭
乗
な
ら
で
は
の
解
釈
と

い
え
よ
う
。
最
後
は
、
蟷
螂
之
斧
の
故
事
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
文
か
ら
の
引
用
が
確
認
で
き
る
が
、あ
る
い
は
、

若
紫
巻
の
、「
故
按
察
大
納
言
」
の
書
き
入
れ
に
、
山
倉
公
と
あ
る

の
は
、
山
倉
大
神（

（1
（

の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

故
按
察
大
納
言
は
世
に
な
く
て
（
160
・
11
）
山
倉
公
曰
陸
奥
出

羽
ノ
按
察
使
ト
ナ
ル
ヲ
按
察
ノ
中
納
言
ナ
ト
書
也

山
倉
大
神
は
、
江
戸
期
ま
で
、
大
六
天
王
社
の
総
社
で
あ
っ
た
真
言

宗
山
倉
山
観
福
寺
別
当
だ
っ
た
。
昭
乗
と
は
、
同
じ
真
言
宗
の
縁
か

ら
の
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

六
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
の
独
自
注
に
つ
い
て 

―
二
―

　

明
快
に
「
私
」「
私
云
」
と
し
て
示
す
書
き
入
れ
注
も
散
見
す
る
。

末
摘
花
巻
は
、
夕
顔
へ
の
懐
古
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
そ
こ
に
書
き
入

れ
ら
れ
る
の
は
、

お
も
へ
と
も
な
を
あ
か
さ
り
し
ゆ
ふ
か
ほ
の
（
201
・
１
）
私
ニ

曰
葵
上
六
条
宮
ス
所
ナ
ト
柔
順
ノ
徳
ナ
キ
ニ
夕
㒵
ノ
柔
順
ナ
ル

ヲ
取
所
ニ
シ
タ
ヒ
玉
ヒ
テ
其
ヤ
ウ
ナ
ル
人
哉
ト
尋
ト
也

と
、「
私
ニ
曰
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
巻
き
当
た
り
、
一
、二
箇

所
か
ら
、
五
箇
所
程
度
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
古
注
釈
書
に
は
見
出
さ

れ
な
い
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
少
々
抜
き
書
き
す
る
。

＊
葵
巻

な
に
ゝ
し
の
ふ
と
（
305
・
14
）
私
夕
霧
ヲ
兼
忠
朝
臣
ニ
比
シ
頭

中
将
ヲ
枇
杷
ノ
左
大
臣
ニ
比
ス　

結
ヲ
キ
シ
記
念
ノ
子
ダ
ニ
ナ

カ
リ
セ
バ
ナ
ニ
ゝ
忍
ノ
草
ヲ
ツ
ゝ
マ
シ

＊
賢
木
巻

ひ
た
き
や
か
す
か
に
ひ
か
り
て
（
335
・
１
）
私
云
和
名
集
ニ
助

鋪ホ

ト
書
テ
コ
ヤ
共
火
タ
キ
ヤ
共
ヨ
メ
リ

＊
花
散
里
巻

人
の
も
の
思
ひ
く
さ
な
り
（
388
・
13
）
女
也　

私
云
源
ヲ
ソ
シ
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ル
詞
也　

女
ノ
身
ニ
成
テ
思
ヤ
ル
ヘ
キ

也

「
須
磨
」「
明
石
」「
澪
標
」「
朝
顔
」
玉
鬘
十
帖
か
ら
の
引
用
は
紙
幅

の
都
合
上
略
し
た
が
、
語
句
の
説
明
が
多
い
。
例
え
ば
、
賢
木
巻
の

「
ひ
た
き
や
か
す
か
に
ひ
か
り
て
」
は
、
実
際
は
『
花
鳥
余
情
』『
弄

花
抄
』『
細
流
抄
』
か
ら
の
注
を
書
き
入
れ
、
最
後
に
「
私
云
」
と

し
て
先
掲
の
よ
う
に
書
き
入
れ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
、
多
く
の
注
釈

書
を
傍
ら
に
、
昭
乗
自
ら
の
説
を
添
え
た
の
だ
と
推
さ
れ
る
の
で
あ

る
。む

す
び
に
か
え
て

　

や
や
駆
け
足
で
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
を
概
観
し
た
。
源
氏
物
語

の
古
注
釈
書
も
書
写
本
か
ら
刊
本
へ
と
移
行
す
る
直
前
、
松
花
堂
昭

乗
の
元
に
蒐
集
さ
れ
た
古
注
釈
書
の
多
様
さ
は
、
古
注
集
成
型
の
注

釈
書
が
編
ま
れ
た
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
源
氏
学
の

状
況
を
投
影
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
仏
典
に
通
暁
し
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
儒
学

思
想
を
も
摂
取
し
な
が
ら
源
氏
物
語
を
読
み
解
い
て
い
る
。
こ
れ
は

彼
自
身
の
交
友
関
係
の
豊
か
さ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を
寛
容
に
享

受
出
来
る
姿
勢
と
が
も
た
ら
し
た
読
み
で
あ
っ
た
。

　

帚
木
巻
の
雨
夜
の
品
定
め
で
左
馬
頭
藤
式
部
丞
が
口
火
を
切
っ
て

女
性
論
を
展
開
し
始
め
、
荒
廃
し
た
邸
に
見
出
し
た
美
女
を
語
る
箇

所
で
「
お
も
ふ
よ
り
た
か
へ
る
事
な
む
あ
や
し
」（
40
・
８
）
と
そ

の
意
外
性
に
言
及
し
た
所
に
、

業
ニ
相
違
也　

茶
湯
者
コ
ゝ
ヲ
用
テ
名
物
一
種
ヲ
出
テ
残
リ
ハ

新
ク
麁
想
ナ
ル
ヲ
用

と
注
を
付
け
る
と
こ
ろ
、
茶
道
家（

（1
（

と
し
て
の
側
面
を
あ
ら
わ
す
読
み

で
あ
ろ
う
。
源
氏
物
語
が
茶
道
具
の
取
り
合
わ
せ
の
意
図
に
ま
で
影

響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

注
記（

１
）	『
紫
文
紅
筆
』
は
評
論
書
。
天
明
五
年
十
一
月
の
跋
が
あ
る
。『
批

評
集
成
・
源
氏
物
語
第
二
巻　

近
世
後
期
篇
』（
一
九
九
九
年　

ゆ
ま
に
書
房
）

（
２
）	『
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
第
25
回
貴
重
資
料
展
解
説
目
録　

源
氏

物
語
千
年
の
時
』
森
正
人
・
德
岡
涼
編
（
二
〇
〇
八
年
十
月　

熊

本
大
学
附
属
図
書
館
）

（
３
）	三
宅
秀
和「
土
佐
派
色
絵
付
源
氏
物
語
の
概
要
」『
季
刊
永
青
文
庫
』

二
〇
〇
九
年W

inter N
o. 69

（
４
）	目
録
に
紋
と
記
さ
れ
て
い
る
文
様
は「
土
佐
柏
」で
あ
る
。
本
書
は
、

嫁
入
り
本
か
も
し
れ
な
い
が
、
土
佐
柏
は
山
内
家
の
紋
。
細
川
家

に
山
内
家
か
ら
輿
入
れ
し
た
女
性
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
さ
れ
な

い
。
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（
５
）	山
口
恭
子
『
松
花
堂
昭
乗
と
瀧
本
流
の
展
開
』（
二
〇
一
一
年　

思
文
閣
出
版
）

（
６
）	
伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
萬
水
一
露
』
第
五
巻
所
収
の
「
解

説
」（
一
九
九
二
年　

桜
楓
社
）

（
７
）	

宮
崎
裕
子
「
九
州
大
学
蔵
『
万
水
一
露
』
零
本
を
め
ぐ
っ
て
」『
文

献
探
求
』
第
38
号
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

（
８
）	小
高
敏
郎
『
新
訂　

松
永
貞
徳
の
研
究
』（
一
九
五
六
年　

臨
川

書
店　

一
九
八
八
年
復
刊
）

（
９
）	『
日
本
の
伝
統
色
』
長
崎
盛
輝
編
（
二
〇
〇
一
年　

青
幻
社
）

（
10
）	佐
藤
虎
雄
『
松
花
堂
昭
乗
』（
一
九
三
八
年　

河
原
書
店
）

（
11
）	『
日
本
の
美
術　

寛
永
の
三
筆
』
是
澤
恭
三
編
（
一
九
七
八
年　

至
文
堂
）
の
渡
辺
清
氏
執
筆
。

（
12
）	矢
崎
格
「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」『
茶
道
文
化
研
究
』
四 

一
九
九
八
年

	

林
羅
山
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
健
一
著
『
林
羅
山
』（
二
〇
一
二
年　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
）
な
お
、
松
花
堂
『
源
氏
物
語
』
は
、

易
繋
辞
と
し
て
、「
繋
辞
伝
」
を
引
用
す
る
箇
所
も
あ
る
（
若
紫
巻
）

が
、
こ
れ
は
朱
熹
か
ら
の
影
響
の
濃
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
13
）	『
三
徳
抄
』『
藤
原
惺
窩　

林
羅
山
』
日
本
思
想
大
系
（
一
九
七
五

年　

岩
波
書
店
）

（
14
）	『
全
国
神
社
名
鑑
』
上
巻　

全
国
神
社
名
鑑
刊
行
会
史
学
セ
ン
タ
ー

編
（
一
九
七
七
年
）

（
15
）	昭
乗
の
茶
道
に
つ
い
て
は
、
谷
端
昭
夫
『
公
家
茶
道
の
研
究
』

（
二
〇
〇
五
年　

思
文
閣
出
版
）

付
記

　

翻
刻
の
ご
許
可
を
頂
き
ま
し
た
、
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
、
東

京
大
学
国
語
研
究
室
、
臼
杵
市
教
育
委
員
会
、
熊
本
大
学
附
属
図
書

館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
と
く
お
か　

り
ょ
う
・
熊
本
大
学
文
学
部
附
属
永
青
文
庫

研
究
セ
ン
タ
ー
・
実
践
女
子
大
学

大
学
院
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

平
成
十
年
度
単
位
取
得
満
期
退
学
）


